
 

 

計画の概要 
 

 

行 政 の役割 

行政では計画の推進に向け、庁内や事業者、市民との連携強化を図るとともに、観光振興に

向けた体制・基盤整備を行い、市民や観光関係事業者の取り組みを支援します。また、国や山

形県及び近隣自治体等との連携により、効果的かつ効率的な情報発信に取り組みます。 

 

事業者 の役割 

観光客と接する機会が多い観光関係事業者は、観光客の多様なニーズの把握に努めるととも

に、市内の他事業者や産業との連携を深め、観光振興による地域経済への波及効果を高めます。 

また、観光関係団体等は、効果的かつ効率的な取り組みを進めるため、団体同士の情報共有・

連携強化に努めます。 

 

市 民 の役割 

住んでいる地域の歴史や文化等、地域資源に対する理解を深め、この地域で暮らし続けたい

と思えるまちづくりに取り組みます。また、市民全員が“寒河江市”で暮らす実践者であるとい

う自覚のもと、観光客に対し“寒河江市ならではのおもてなし”の心で接します。 

 

 

計画の進行管理 
 

 

本市の観光における将来像を実現する

ためには、適切に本計画の進行管理を行う

必要があります。 

そのため、各方針の取り組み状況や評価

指標について、PDCAサイクルに基づいて

評価・検証し、様々な社会情勢等の変化も

踏まえ、必要に応じて施策の見直しや追加

を行っていくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

●●●● 目指す将来像 ●●●● 

ＳＡＫＵＲＡＮＢＯツーリズム 

～体験型観光の先進地～ 
 

計画の概要 
 

 

市の魅力ある資源を活用し、持続可能な観光振興の中長期的な施策や観光の将来像を示すた

め、「寒河江市観光振興計画」を策定します。 

■ 計画策定の趣旨 

①国・県の動向を踏まえた計画策定 
・感染症流行による観光需要の大きな減少 

・新たな観光の価値観の広まり 

・「第２次おもてなし山形県観光計画 

 ～beyond2020～」の策定 

 

②寒河江市で初めて策定する計画 
・美しい景観と豊かな自然環境に加え、長い年

月で育まれてきた歴史・文化があるまち 

・R02「新第６次寒河江市振興計画」策定 

・産業分野では、活力と交流を創成するまちを

目指す 

 

計画の位置づけ 

市の最上位計画である「新第６次寒河江市振
興計画」における観光分野の計画として整合を
図るとともに、その他市の関連計画・施策や国・
山形県とも連携を図り、策定する計画です。 
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観光動向を踏まえた寒河江市の観光振興の全体像 
 

各種調査結果等を基に、寒河江市の観光振興を取り巻く現状や課題の分析を行い、今後の寒河江市における観光振興の全体像を整理しました。 

■ 計画の全体像 

❶ さくらんぼを核としたフルーツによる誘客事業の展開 
➣ 本市を代表する観光資源としては、市内観光果樹園での「さくらんぼ狩り」観光を中心に誘客を図ってきた
が、コロナ禍等による旅行形態の変化や他産地との競合等もあり、観光客数がコロナ禍前に戻らない現状
となっている。そこで、寒河江の代名詞である「さがえのさくらんぼ」の PR を強化し意識醸成を図るとと
もに、生産者や関係機関と連携してさくらんぼを核としたフルーツ等による新たな観光誘客施策の実施に
より、さくらんぼを中心に据えた観光誘客を展開する。 

❷ 体験・テーマ型観光による観光誘客 
➣ 本市における観光誘客は、これまでさくらんぼ狩り等に訪れる団体客や寒河江まつり等のイベント時に訪
れる観光客が主体となっていた。しかし、団体旅行から個人旅行へと旅行形態が変化してきたことを踏ま
え、これまでのフルーツ狩り等での体験観光に加え、歴史・文化、スポーツ、アクティビティー、温泉等本市
が有する様々な観光コンテンツを組み合わせた新たな観光メニューを開発し、各世代が年間を通して楽し
める体験・テーマ型観光による観光誘客を進め、将来的に『体験型観光の先進地』を目指す。 

 観光さくらんぼ
園への団体観光
客の減少。 

 歴史や文化資源、
風光明媚な景観、
温泉施設等があ
るが、県内の他地
域に比べ観光客
が少ない。 

 30 代及び中年
層のリピーター
が多く、観光満足
度が高い傾向に
ある。 

 国・県ではインバ
ウンド拡大に向
け、様々な施策
を展開している。 

 市内に多種多様
な観光コンテン
ツがある。 

寒河江市の観光を 

取り巻く主な現状 

 主要な観光地を
避け、あまり知ら
れていないロー
カルな場所を旅
行したい。 

 その土地ならで
はの食事や買い
物を楽しみたい。 

 日常生活から解
放され、癒しやや
すらぎを得たい。 

観光客のニーズ 

①国内及びインバ
ウンドの個人観
光客の誘客 

②デジタル媒体を
活用した特定テ
ーマ型観光開発
と情報発信の強
化 

③立寄り型観光か
らの脱却と滞在
時間延長施策の
展開 

観光振興を進める

上で重要な視点 

 リピーター率
が高い中年層 

 体験を交えた
観光を楽しみ
たいファミリ
ー層 

 東北地方に訪
れる外国人 

目指すターゲット 

寒
河
江
フ
ァ
ン
の
拡
大
・
定
着 

計画全体の 

目標 

基本方針１ さくらんぼを核とした観光コンテンツの磨き上げと情報発信の強化  

➣ 本市観光の代名詞であるさくらんぼを中心に市内の観光施設や特産品等、様々な観光コンテン
ツの魅力度・満足度向上施策を実施し、様々な媒体を活用した観光情報の発信強化を図りなが
ら、新たな観光客の誘客やリピーターの確保に取り組みます。 

① 
特産品等を活用した観光コン
テンツの磨き上げと満足度向
上を図る観光施設の整備 

→ さくらんぼやその他フルーツ等の特産品を活用した新たな
観光施策の実施並びに誘客事業や観光満足度向上を
図る施設整備に係る助成金制度の創設 

② 
多面的な観光情報の発信強化
と共有化（シェア） 

→ メディア等による観光情報の発信強化と SNS を活用した
観光情報の共有化施策の展開（シェア） 

 

基本方針２ 体験・イベント・食等のテーマに沿った市内周遊施策の促進 

➣ 寒河江ならではの体験、イベント、歴史・文化、食等を活用した誘客施策の実施及び四季に合
わせた観光周遊ルートの設定等、各世代が年間を通して様々な楽しみ方ができる周遊施策の
構築と公共交通機関等の利便性強化施策の実施による満足度向上に取り組みます。 

① 
体験・テーマ型観光メニューの
開発等による市内周遊施策の
充実 

→ 農業、スポーツ、アクティビティー、温泉、食等の体験・テー
マ型観光メニュー開発と各体験と宿泊を組み合せた市内
周遊施策による滞在時間の延長 

② 
イベントを契機とした市内観
光客の確保 

→ 寒河江ならではのイベントと観光コンテンツを組み合わせた
新たな市内周遊施策の実施によるリピーターの確保 

③ 
慈恩寺等の歴史・文化を活用し
た学びツーリズムの開発 

→ これまで受け継がれてきた寒河江の歴史・文化を知り、感
じてもらうための展示・体験コンテンツの充実・開発 

④ 
四季に合わせた観光周遊コー
スの整備 

→ 四季に合わせたサイクリングやウォーキングコース等の整備
並びにアプリを活用し楽しみながら周遊できる仕組みづくり 

⑤ 公共交通機関等の利便性向上 
→ ワンコインタクシーの充実や新たな二次交通施策（電動自
転車・キックボード等の整備）の実施による利便性向上 

 

基本方針 3 インバウンド・広域観光の強化と観光ニーズの把握 

➣ 今後、増加が見込まれるインバウンド等の推進に向け、観光コンテンツの充実や近隣自治体と
の連携による広域観光の体制整備を進めるとともに、観光ニーズを調査・分析・共有化し、事
業者や市民による「おもてなし観光」の意識醸成と実現に取り組みます。 

① 
DX によるインバウンド受入
体制整備 

→ DX による体験観光等の受入体制整備、観光ガイドの育
成等サステナブルな観光への仕組みづくり 

② 
近隣自治体等との連携強化に
よる広域観光施策の充実 

→ 近隣自治体等と連携し、インバウンド等に対応した広域観光
地づくりの開発及び左沢線を活用した広域観光施策の充実 

③ 
観光ニーズ分析を踏まえたお
もてなし観光の推進 

→観光ニーズ分析を踏まえた観光情報データの共有化と観
光客の満足度向上に資するスキルアップ研修会や観光ア
ドバイス事業の実施等のおもてなし観光施策の実施 

 

観光ビジョン 

年間観光客数 

現状値（R0４） 

277 万人 
▼ 

中間値（R07） 

360 万人 
▼ 

目標値（R10） 

375 万人 

 

年間宿泊者数 

現状値（R0４） 

5.7 万人 
▼ 

中間値（R07） 

6.0 万人 
▼ 

目標値（R10） 

6.2 万人 

 

年間外国人観光客数 

現状値（R0４） 

３,５００人 
▼ 

中間値（R07） 

5,000 人 
▼ 

目標値（R10） 

6,000 人 

 

観光案内ＨＰ・ＳＮＳ 
アクセス数 

現状値（R0４） 

９.7 万回 
▼ 

中間値（R07） 

15 万回 
▼ 

目標値（R10） 

18 万回 

 

 

評価指標の設定 

 団体から個人へ
の旅行スタイル
の変化への対応
遅れ。 

 DX を活用した
観光情報発信不
足。 

 歴史・文化資源を
活かした観光コ
ンテンツ等、新た
な観光コンテン
ツの開発の遅れ。 

 インバウンド観光
客への PR 不足
及び受入体制整
備の遅れ。 

 滞在時間の延長
を促すための観
光コンテンツの
連携不足。 

寒河江市の観光に 

おける課題 

基本政策２ 
活力と交流を創

成するまち 

第２節 
新しい生活様式

に沿った観光振興 

１ 安心して訪問・
滞在できる受
入態勢の整備 

２  魅力ある観光
資源の活用 

３  観光客の満足
度向上 

４  広域観光の連
携強化 

新第６次寒河江市

振興計画に 

おける観光分野 

①人間の五感（味
覚・嗅覚・視覚・
聴覚・触覚）で楽
しめる観光地 

②さくらんぼやイ
ベントをきっか
けに何度も訪れ
たくなる観光地 

③寒河江市ならで
はの自然や歴
史・文化等によ
り、滞在時間を
楽しめる観光地 

観光客に選んで 

もらうための 

立ち位置 

資料：新第６次寒河江市振興計画 基本計画Ｐ27 

基本施策 

移
住
・定
住
人
口
の
確
保 

観光振興に

よる成果 


